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町
長
就
任
あ
い
さ
つ

先
般
、
執
行
と
打
∵
よ
し
た
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て
、

栄
に
浴
し
町
政
担
当
二
期
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
ご
あ
い
さ

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
二
期
八
年
間
を
振
り
返
り

ま
す
と
世
界
に
お
い
て
は
、
イ
ラ
ク
の
ク

ウ
ェ
ー
ト
侵
攻
、
東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
P
K
O
活
動
な
ど
大

き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
内

に
お
き
よ
し
で
も
米
の
匂
由
化
問
題
、
バ

ブ
ル
の
崩
壊
に
よ
る
経
済
不
況
や
北
海
道

南
西
沖
地
震
を
は
じ
め
台
風
7
号
・
I
3

号
、
阪
神
淡
格
大
震
災
、
地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
な
ど
人
命
を
奪
う
悲
し
い
出
来
事
も

発
生
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様

に
は
、
つ
つ
し
ん
で
お
く
や
み
申
し
上
げ

ま
す
。さ

て
、
本
町
に
お
さ
ま
し
て
は
、
平
成

2
年
の
国
民
体
育
大
会
漕
艇
競
技
を
無
事

成
功
さ
せ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
を

契
機
と
し
町
民
レ
ガ
ッ
タ
大
会
を
は
じ
め

町
を
あ
げ
て
の
各
種
催
し
等
を
通
じ
て
、

町
民
の
ふ
れ
あ
い
も
定
着
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
∴
∵
ま
す
。

た
、
第
三
次
遠
賀
町
総
合
計
画
を
基
本
と
し
て
、

る
ふ
れ
あ
い
の
里
二
期
計
画
、
農
地
の
基
盤
整
備
、
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良
事
業
、
駅
南
区
画
整
理
事
業
、
国
道
3
号
練
立
体
交
差
事
業
、

空
木
線
跡
地
県
道
事
業
、
戸
切
川
改
修
事
業
な
ど
大
き
な
事
業
を

推
進
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
、
進
め
て
い
く
新
し
い
事
業
の
一
つ
に
、
遠
賀
川
下
流
流

域
下
水
道
事
業
が
ご
ざ
∴
∵
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
、
県
と
関
係
一
市

三
町
が
一
体
と
な
っ
て
下
水
道
事
昔
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
人
口
の
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
も
二
十
一
世
紀
を
見
ず
え
で
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
に
　
〝
ふ
れ
あ
い
の
里
〟
　
の
活
用
、
文

化
の
向
上
を
図
る
た
め
の
図
書
館
建
設
、
ま
た
、
広
域
的
に
は
達

釘
郡
合
併
に
向
け
て
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
　
『
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
斬
・
生
活
都
市
』
　
を

め
ざ
し
、
地
方
拠
点
都
市
の
一
員
と
し
て
住
民
福
祉
の
向
上
と
生

涯
学
習
を
通
じ
て
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
中
で
わ
が
町
違
背
を
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
そ
こ
に
住
も
一
人
ひ
と
り
が
主
人
公
。
遠
賀

町
の
今
後
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め

に
な
に
と
そ
、
町
民
の
皆
様
の
ご

協
力
と
ご
支
援
を
お
煩
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

遠
賀
町
長

高
　
山
　
和
　
幸
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健
康
を
守
る
の
は
あ
な
た
白
身
で
す

あ
な
た
は
今
、
健
康
で
す
か
？
　
体
の
ど
こ
か
が
い
た
む
わ
け
で
も
な
く
、
具
合
が
悪
い
わ
け
で
も
な
い
。

だ
か
ら
自
分
は
健
康
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

健
診
は
都
合
の
よ
い

日
時
を
選
べ
ま
す
。

止
恐

今
年
も
総
合
健
診
が
ま
も
な
く
始
ま

り
ま
す
。
遠
賀
町
の
総
合
健
診
は
、
基

本
健
康
診
断
・
胸
部
Ⅹ
線
検
査
・
目
ガ

ン
健
診
の
三
つ
の
健
診
を
一
度
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
者
と
健
診
の
料
金

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
胸
部
X
線
検
査
＝
1
6
才
以
上
の
人
中

無
料

・
胃
ガ
ン
検
診
＝
0
0
才
以
上
の
希
望
者

凸
五
百
円

※
胃
ガ
ン
検
診
は
午
前
中
の
み
で
、
一

回
の
検
診
の
定
員
は
約
5
0
人
で
す
。

・
基
本
健
康
診
査
＝
4
0
才
以
上
の
人
⇔

五
百
円

・
総
合
健
診
は
い
つ
で
も
ど
こ
の
会
場

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
程
表
を
ご
覧
の
う
え
都
合
の
よ
い

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の
は
受
診
票
　
（
配
布

さ
れ
な
か
っ
た
人
や
、
な
く
し
た
人
は

当
日
会
場
に
準
備
し
て
い
ま
す
）
　
と
、

健
診
料
金
で
す
。
健
康
手
帳
を
お
持
ち

の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
お
願
い
　
病
院
や
学
校
・
戦
場
で
何

ら
か
の
健
診
を
受
け
ら
れ
た
人
は
、

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

受
診
票
に
書
い
て
会
場
の
受
付
に
出

さ
れ
た
り
、
役
場
に
穏
話
さ
れ
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。

し
て
生
活
習
慣
も
大
き
く
影
響
し
て
い

ま
す
。
総
合
健
診
は
、
成
人
病
の
早
期

発
見
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
と
は
別
に
検
査
話
栗
に
応
じ
て
生

活
習
慣
を
見
直
す
良
い
機
会
に
も
な
り

ま
す
。
検
査
結
果
に
一
喜
一
憂
す
る
の

で
な
く
、
そ
の
後
の
健
康
維
持
の
た
め

自
分
に
あ
っ
た
生
活
法
を
考
え
る
こ
と

が
大
切
な
の
で
す
。
総
合
健
診
は
そ
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

ガ
ン
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
な
ど
の
成
人
病
に
よ
る
死
亡

が
、
遠
賀
町
で
も
目
立
っ
て
い
ま
す
。

「
人
生
8
5
年
」
と
い
わ
れ
る
今
日
成
人

病
の
予
防
は
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で

す。

健
診
は
受
け
て
お
し

ま
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

成
人
病
を
は
じ
め
と
す
る
現
代
の
病

気
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
じ
わ
じ

わ
と
進
行
す
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
そ



6月28日（水） �午前 �道　官　集　会　所 � �8月4日（金） �午前 �今古賀　公民館 

29日（木） �午前 午後 �若　松　公　民　館 ��8日（火） �午前 午後 �別　府　公　民　館 

7月4日（火） �午前 午後 �新　町　公　民　館 ��9日（水） �午前 �別　府　公　民　館 
16日（水） �午前 �島　津　公　民　館 

5日（水） �午前 �新　町　公　民　館 
21日（月） �午前 午後 �東和　苑公民館 7日（金） �午前 �旧　停　公　民　館 

10日（月） �午前 午後 �松　ノ　本公民館 22日（火） �午前 �東和　苑公民館 

24日（木） �午前 午後 �上別　府公民館 
11日（火） �午前 午後 �松　ノ　本公民館 

25日（金） �午前 �若葉台公民館 

13日（木） �午前 午後 �尾　崎　公　民　館 
28日（月） �午前 午後 �虫　生津公民館 

17日（月） �午前 午後 �鬼　津　公　民　館 30日（水） �午前 �東　町　公　民　館 

9月1日（金） �午前 �西　町　公　民　館 

18日（火） �午前 午後 �田　園　公　民　館 
5日（火） �午前 午後 �浅　木　公　民　館 

24日（月） �午前 �中　央　区公民館 

6日（水） �午前 � 

26日（水） �午前 午後 �広　渡　公　民　館 ����浅　木　公　民　館 
11日（月） �午前 �老　良　公　民　館 

10月1日（日） �午前 午後 �ふれあいの里センター 8月1日（火） �午前 午後 �遠賀町中央公民館 

2日（水） �午前 午後 �木　守　公　民　館 ��8日（日） �午前 午後 �遠賀町中央公民館 

健診時間：議嵩器楽
－健診前日・当日は、次のことをお守りください－

惑前　日
○夕食は、8時までにすませてください。

○前日はアルコールを飲まない、タバコもなるべく吸わない

ようにしてください。

○夜ふかしをせず、十分に睡眠をとりましょう。

・お尋ねは、福祉課保健衛生係へ

℡（293）1234

丁へ

□当　日
○胃ガン検診を受ける人は、飲食しないでください。（飲食し

た場合、検診は受けられません。）

○基本健康診杏を午前に受ける人は朝食を、午後に受ける人

は昼食をとらないでください。（正しい血糖値がでません。）

○できるだけ着脱しやすい服装で、おいでください。

○尿検査があります。検査直前に排尿しないでください。

○女性は生理の経過に注意してください。

妊娠の可能性があるときは、Ⅹ線検査の前に係員に申し出

てください。また、生理中は尿検査で潜血反応が出ること

がありますので、係員に申し出てください。
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利用者迎え
健康チェック、入浴　●旦i聖二

送迎車が到着しました。「足もとに

気をつけて」と職員がやさしく声を
かけます。

易細長の謡言／　　　　　　　　　　　　　‾　　　ち　言古重富 

在宅介護支援センター もあります。 関そ青の展介タい すの成提示護l）デ る他’供及のものイ 業在各’び相あ隣サ 務宅種在紹譲りにi を介サ宅介指まはピ 行護l介、導す、ス つのど譲在’。在セ て普スi地毛在こ宅ン い及の域福宅こ介夕 ま及申支祉介で護l すび請援サ護は支（ 。雅代組l用、援ふ 進行繊ピ品在セれ に、のスの宅ンあ �彊結語繍1 ㌧∴：「∴：：∴i ∴十㌧書∴ な体でお少のののツき 

●●● 　し 　ん ∴∴「∴∴「三　∴ ○とつレl）わ（チビチ無 ∴「∴∴∴∴妄 ：∴∴十㌔ 
⑧㊥＠㊥ 平成7年度から、独居老人 や高齢者世帯に対し、訪問給 食サービスや寝たきり老人の 方に在宅での入浴をして頂け るよう、訪問入浴サービスを 併せて実施しております。 ※詳しくは、町役場福祉課・ 社協・介護支援センターにお 問い合わせ下さい。 

∴：：額：：顕亭 

！言

こ
こ
で
は
主
に
送
迎
サ
ー
ビ
ス
、
入
浴
サ
ー

6
5
歳
以
上
で
体
の
弱
い
人
を
日
帰
り
で
受

園
田
デ
イ

「
ふ
れ
あ
い
」
が
オ
ー
プ
ン
し
て
一

こ
の
た
び
1
月
4
日
か
ら
、

2
5
日
号
に
掲
載
）

ふ
れ
あ
い
の
里

そ
こ
で
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
何
か
と
い

を
う
か
が
っ
て
き
ま
し
た
。

血
圧
、
脈
拍
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
ま
す
。
そ
の
後
入
浴
時
聞
と
な

り
ま
す
。



●16：15－

利用者送り
デイサービスの一日が纏わりました。
「また来週ね」と声をかけあい一人

ひとり自宅まで送ります。

遠賀図・デイサービスセンター
「ふれあい」

施毀長　安高　裕晃さん

デイサービスA墾・E塾の

今織の展望について

高齢者は病院で症状が固定し
たら社会的入院から在宅へ、と
いう流れになっていますが、現

在の核家族の社会では、家族だ

けでの看護、介護の負担は大き

過ぎます。

そこで受け皿としまして、在

宅介護支援センターを拠点とし
たデイサービスセンター、

ショートステイ（ミドルステ

イ）、訪問看護と、社会全体の

責任で、在宅福祉の充実を図っ

て、家族の看護、介護負担を援

助することも、大きな目的の一

つです。

●15：00－　　　　　　●12：30－

レクリエーション（繭音楽）　自由時間

みんなでいっしょに歌を歌います。心

も体も気分爽快

●14：30－

おやつ
ゲームをしたり、お話をしたり、

思い思いに過ごします。

●12：00・－

昼食

おいしい昼食に利用者の人も大喜び。

みなさん食欲おう盛のようです。

懸 ，ゼ／ ��‾○○ ��L ／－＼（‾ブ ／＼／＼＿〈＿シ （ ，／へ／＼熊誇 
介護福祉士療育音楽指導者（寮母） � ���看護婦 

八塚　カズヨさん ����花田　民子さん 

こ　こ、 � �＼i一°裏　／＼手○○ふ ��態 

千．∴∴　∴∵「－＿ ��l 
介護福祉士（寮母） �指導員 ���介護福祉士（寮母） 

占部　弓美子さん �犬伏　秀尭さん ���佐藤　トシ子さん 

言‾Q／／ ��開示／： �）ノ 　／ ＼飽継／、／く裏歩 ∵：「 �臓昌る ′　I ���　■額ヽ ＼言上 ＼〈＼頭韻㌻ 

ィ，∴呑㌶㌻／㌦　／－；ノ＿　血 � ���∴一言　∴：∴ 

介護福祉士（寮母） �▲ �� �厨房 

石川　生抜子さん ����古都　千恵子さん 

∴一、∴： ＼／i＼） ∴「 今古賀 �東　町 

「ヽ



たくさんの委細僅少がとうございました。

詰まつりはどの会場も大磨わい

4月29日（土）に総合運動公園内のグラン
ドとコミュニティーセンターをメイン会場と

して、春まつり（子どもまつり）が行われま
した。

各会場では、あいにくの雨にもかかわらず、
ミニSLコーナーや模擬店、映画ステージな
どさまざまな催しがおこなわれ、どの会場も

子どもたちをはじめたくさんの人で賑わって
いました。ボランティアで協力していただい

た各種団体のみなさん、ほんとうにお疲れさ
までした。

∴∴∴ －∴∴：」．∴∴∴　動 �；－」 　∴： 

．”。、－ 　∴号「 

圭 「∴∴－∴．．∴∴ ����∴∴∴ ： �圏　醒題〒88曹 

∴∴∴∴ � ����“」考 
、＿主を 

「∴ � � � �� 

大柳を命を交避誠肋・ら守ろう

4月21日（金）に役場前広場で、折尾署に

よる交通安全パレード出発式がありました。

近くの遠賀川保育所の子どもたちも参加し、

元気な声で交通安全宣言をよみあげていまし
た。

子どもたちは白バイの婦警さんに花束を手
渡し、交通事故防止を呼びかけました。

rr‾‾　徴 

凱神鵬鋤け少や禽舟遥人命　　　　　　：∴∴∴∴∴∴ �� 
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約諾器蒜響驚議裟藷諮∴圏闇慰囲醒 
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備えあれば費いなし
遠賀朋が勝漬宵

5月14日に中間市の遠賀川河川敷で、水防

団・消防・自衛隊などにより遠賀Iii水防演習

が行われました。河川の洪水による水害は、
皿　毎年のように全国各地で発生しており、遠賀

IiIにおいても万全の備えをしておかなければ

なりません。今回は遠賀川で河Iiiが氾濫した

という想定で、大がかりか寅習が行われ、訪

れた大勢の人たちは、水防団・消防・自衛隊
の活動ぶりを熱心に見つめていました。

災害は忘れたころにやってくる。日ごろか

ら万全の備えをしておけば、安心ですね。

しっかりねらいを定めで
春季秘蕾ゲートボ●－ル大会

5月15日に町老連主催の春季親善ゲート

ボー）レ大会が行われ、町内24地区のうち20

チームが参加して熱戦をくりひろげました。

この大会は高齢者の健康とふれあいを目的

としたもので、高齢者の方々は、日ごろの練

習の成果を発揮し、元気いっぱいにプレーを

楽しんでいました。大会結果は次の通りです。

◆一位・西町　二位・老良A　三位・広渡A

雪　番の運動会シーズン潮来
（各小学校で大運動会

5月最後の日曜日の28日、町内の各小学校

で大運動会が行われ、児童たちはこの日のた
めに練習を重ねた成果を発表しました。各小

学校では元気なわが子を、ビデオや写真にお
さめようと張り切る保護者のほほえましい姿

が、あちこちで見うけられ、大きな声援と拍

え　手が贈られていました。

ー∴？．

，

河
申
　
端
容
選

包
装
紙
色
美
し
く
て
捨
て
難
し
短
歌
の

本
の
カ
バ
ー
と
な
せ
り

藤
沢
　
国
子

操
一
つ
易
や
す
塀
を
越
え
ゆ
く
を
羨
し

み
て
見
る
春
の
ひ
と
と
き

伊
藤
ア
キ
コ

仰
向
き
て
床
に
転
が
る
ご
き
ぶ
り
は
亜

麻
色
に
照
る
朝
の
光
に

中
野
す
え
の

そ
こ
は
か
と
春
の
き
ざ
せ
る
庭
の
辺
に

草
は
線
に
萌
え
は
じ
め
た
り大

潟
　
房
江

木
蓮
の
花
を
乱
さ
ぬ
程
の
雨
降
り
い
て

里
は
煙
れ
る
ご
と
し

一
団
　
房
子

池
田
　
幸
利
運

花
大
根
杜
氏
の
去
り
し
大
羽
釜

岩
萩
　
信
江

す
べ
り
台
だ
け
の
公
園
花
い
ち
ご

末
永
キ
ミ
枝

竿
売
り
の
よ
く
来
る
日
な
り
日
脚
伸
ぷ

芳
野
　
宏
子

春
泥
や
寺
苑
に
集
ふ
女
傘

加
藤
　
栄
子

鴫
や
薄
曇
り
な
る
遠
賀
の
空小

野
多
恵
子



中興公民細

尾かピーだより

●日赤作品

表　　装

●願示南面

6月24日（土）まで

劇

重度心身憧謡医療制度
この制度は、身体上又は精神上の障

害があって日常生活が困難を重度障害
者に対し、医療費の自己負担分を助成
する制度です。
●対象　3歳以上の人で、健康保険に

加入し次の用件のいずれかに該当す
る人（ただし65歳以上の人は、老人
保険法で認定されていなくてはなり
ません）

Dl級・2級の身体障害者手帳を持っ
ている人

♭療育手帳「AJの認定を受けている
人

♭3級の身体障害者手帳を持ちあわせ
て知能指数36以上50以下の人

♭国民年金の障害基礎年金で1級、ま
たは特別児童扶養手当法の1級に該
当し、傷病名が精神薄弱か桶神遅滞
となっている人

●申請に必要なもの　健康保険証、印

鑑、障害を証明する書類（身体障害
者手帳や療育手帳など）

医療証の切替えは6月29日と50日

すでに重度心身轄害者医療に該当し
医療証をお持ちの皆さん。今、皆さん
のお手もとにある医療証は6月30日で

有効期限が切れます。新しい医療証を
次のとおり交付します。
●とき　6月29日（木）・30日（金）

●ところ　住民課国保年金係
●持ってくるもの　医療証、印鑑、

康保険証、障害を証明する書類
体障害者手帳や療育手帳など）

※詳しくは、国保年金係へお尋ねく

さい。

身
体
障
害
者
運
転
免
許
取

得
事
業
の
要
請
書
を
募
集

し
ま
す

1
歳
6
か
馬
堀
健
康
珍
重

が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
は
保
健
衛
生
係

●
と
き
　
6
月
1
5
日
　
（
木
）
午
後
1
時

1
0
分
～
1
時
4
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
平
成
5
年
的
月
か
ら
1
2
月
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

健
診
票
（
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
）

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ます。

●
料
金
　
無
料

△
わ
ん
ぱ
く
教
室

●
と
き
　
6
月
2
7
日
　
（
火
）
　
▽
0
才
児

は
　
午
前
9
時
1
5
分
～
9
時
0
0
分

▽
1
才
児
以
上
は
　
午
前
9
時
0
0
分

－10時

●
対
象
　
生
後
3
か
月
－
就
学
前
の
乳

幼
児

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
水
筒
、
バ
ス
タ

オ
ル

●
そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い

●
料
金
　
無
料

●
受
講
資
格

用
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

㈲
福
岡
県
内
に
一
年
以
上
居
住
し
、
年

齢
が
1
8
歳
以
上
の
大

開
障
害
が
肢
体
不
自
由
、
聴
覚
、
音
声

及
び
そ
し
ゃ
く
機
能
の
障
害
又
は
医

師
の
診
断
に
よ
り
自
動
車
の
運
転
に

支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
内
部
障

害
（
原
則
と
し
て
心
臓
機
能
障
害
を

除
く
）
　
の
人

㈲
免
許
の
取
得
に
よ
り
就
労
等
に
効
果

が
見
込
ま
れ
る
人

●
申
し
込
み
　
6
月
1
6
日
　
（
金
）
　
ま
で

に
福
祉
課
福
祉
係
ま
で

※
な
お
年
齢
が
5
0
歳
を
越
え
る
人
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
5
級
以
下

の
人
に
つ
い
て
は
、
受
講
決
定
に
当

た
っ
て
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す。
●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
福
祉
係

あ
標
姥
の
菱
を
分
け
て
く
だ
さ
い

献
血
車
が
ま
い
り
ま
す

6
月
0
0
日
役
場
玄
関
前
で

●
と
き
　
6
月
2
0
日
　
（
火
）
　
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
（
正
午
～
午
後
1
時

ま
で
は
昼
食
の
た
め
休
憩
）

●
と
こ
ろ
　
役
場
玄
関
前

●
献
血
の
謹
類
　
二
〇
〇
部
・
四
〇

〇
諏

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
係

乳
児
相
談
と

わ
ん
ぱ
く
教
室
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
は
保
健
衛
生
係

△
乳
児
相
談

●
と
き
　
6
月
1
3
日
　
（
火
）
午
前
9
時

0
0
分
－
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
対
象
　
生
後
3
か
月
－
1
2
か
月
児

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

ふ
る
さ
と
活
性
化
事
業

を
募
集
し
ま
す

補
助
額
は
最
高
百
万
円
で
す

遠
賀
町
で
は
、
住
民
グ
ル
ー
プ
や
町
内
の

団
体
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
取
り
組
ま
れ
る

地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
「
ふ
る
さ
と

活
性
化
事
業
」
を
創
設
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
の
運

用
益
金
で
福
祉
や
文
化
活
動
、
産
業
振
興
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
進
め
る
グ
ル
ー
プ
の
活
動

を
援
助
・
補
助
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
補
助
額
の
最
高
限
度
額
は
百
万
円
。

ふ
る
さ
と
創
生
資
金
を
活
用
し
た
町
の
事

業
に
は
、
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業
や
ふ
れ
あ
い

釣
り
大
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
「
ふ
る
さ

と
活
性
化
藁
」
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
〝
も
っ
と
も
身
近
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
〟
な

も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
そ
こ
に
住
む
一
人
ひ
と
り

が
主
人
公
。
あ
な
た
も
ず
で
き
な
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
企
画
課
企
画
調
整
係

ふ
る
さ
と
活
性
化
事
業
瞳
は

五
つ
の
菖
裳
が
あ
り
ま
す
。

軍
楽
の
種
類
は
、
次
の
五
つ
で
す
。
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
は
細
か
く
制
約
し
て
い

ま
せ
ん
。

①
文
化
事
業

②
イ
ベ
ン
ト
事
業

③
高
齢
者
対
策
（
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
）
事
案

④
人
づ
く
り
（
活
き
活
き
産
英
つ
く
り
）
事

業
⑤
そ
の
他
ふ
る
さ
と
の
活
性
化
に
適
当
と
認

め
ら
れ
る
事
業



10月1日（日）は、

国勢調査の日です。
10月1日、全国一斉に国勢

調査が行われます。国勢調査
の結果は、国や都道府県・市

区町村が、福祉や雇用、住宅
対策など　これからの行政を
考えていくための基礎資料と
なります。赤ちゃんからお年

寄りまで日本に住んでいるす
べての人が対象。9月下旬か

ら調査員が一戸一戸、世帯ご
とに調査票を配布します。皆

さんのご協力をお願いします。

国勢調査の調査員を募集します

遠賀町では、今年の国勢調査で、調査票の配布・回収

などの業務を行っていただく、調査員を募集します。

●応募資格　約歳以上の人で、秘密を厳守できる人

●闇査員の身分　国家公務員の特別職（任命期間中）

●調査期間　9月舗日－10月8日

●璃査員手当て　一調査区（約50世帯）あたり幻，000円

程度
●募集人員　約100人

●韻査地区　遠賀町内

●申し込み　申込用紙（役場企画課にあります）に必要

事項を記入し役場企画課企画調整係へ提出してくださ
い。問い合わせも同係へ

●選考発表　後日、直接本人に連絡します

◆みどり圏創立10周年記念式典及びみどり園園祭について
開催日の変更　6月4日（日）を6月25日（日）に変更します。なお、場所や時間及び行事内容等は変わりません。ヽ

コ
ン
ポ
ス
ト
製
造
器
の
購
入
助
成

を
行
い
ま
す
。
（
先
着
五
十
名
ま

で
、
一
人
一
誌
で
お
臓
い
し
ま
す
）

●
料
金
　
二
千
六
百
円

●
申
込
み
　
保
健
衛
生
係
ま
で
、
料
金

と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
配
付
方
法
　
1
月
中
旬
以
降
に
自
宅

ま
で
お
届
け
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
限
期
間
　
6
月
5
0
日

（
金
）
ま
で
（
筋
切
り
を
厳
守
し
ま
す
）

●
そ
の
他
　
コ
ン
ポ
ス
ト
製
造
器
に
は

題
辞
促
進
剤
が
一
箱
付
き
ま
す
。
ま

た
醗
酵
促
進
剤
（
一
箱
・
三
百
五
十

円
）
　
は
保
健
衛
生
係
の
窓
口
で
常
時

販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

消
防
設
備
士
試
験
と

準
備
諸
富
会
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
は
遠
賀
郡
消
防
本
部

◇
消
防
穀
信
士
試
験

●
試
験
日
　
8
月
6
日
　
（
日
）
午
前
1
0

時
～

●
試
験
会
場
　
九
州
共
立
大
学

●
受
付
期
間
　
6
月
2
0
日
　
（
火
）
－
6

月
2
5
日
　
（
日
）

◇
準
備
講
習
会

●
と
き
　
1
月
2
2
日
（
土
）
－
2
4
日
（
月
）

の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

●
と
こ
ろ
　
九
州
工
業
技
術
専
門
学
校

直
方
市
大
字
山
部
1
5
1

●
受
講
料
一
枝
　
五
千
円
“
会
員
及

び
学
生
　
三
千
円

●
受
付
期
間
　
6
月
2
0
日
　
（
火
）
－
6

月
0
0
日
　
（
金
）

※
詳
し
く
は
、
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防

課
指
導
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

移
動
図
書
を
利
用し

ま
せ
ん
か

問
い
合
わ
せ
は
中
央
公
民
館

●
移
動
図
書
の
お
知
ら
せ

第
一
・
三
水
曜
日
に
移
動
図
書
が
ま

い
り
ま
す
。
時
間
と
場
所
は
以
下
の

通
り
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

午
後
1
時
半
か
ら
2
時
半
　
田
園
パ

ス
コ
　
団
居
の
下
公
園

午
後
3
時
か
ら
4
時
　
芙
蓉
団
地

半
田
ケ
崎
運
動
公
園

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

内
図
書
室
℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
5
6

広
げ
よ
う
ー
心
霊
か
標
子
育
て
ー
・

親
子
鵡
重
の
受
検
署
を
真
意
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
中
央
公
民
館

教
育
委
員
会
で
は
「
親
子
教
室
」
を

次
の
通
り
行
い
ま
す
。

●
受
付
　
6
月
1
3
日
　
（
火
）
　
か
ら
1
月

1
日
　
（
金
）
　
ま
で

●
申
し
込
み
先
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

事
務
室

●
学
習
内
容

◇
1
月
1
9
日
（
水
）
子
育
ち
・
親
育
ち

◇
8
月
2
3
日
（
水
）
こ
れ
か
ら
の
幼
児
教

育
◇
9
月
2
0
日
（
水
）
す
ぼ
ら
し
い
子
育

て
、
感
受
性

◇
1
0
月
1
8
日
（
水
）
子
ど
も
の
健
康

◇
日
月
1
5
日
（
水
）
言
葉
が
心
を
つ
く
る

問
い
合
わ
せ
ば
県
庁
青
少
年
対
策
課

●
と
き
　
1
0
月
2
7
日
　
（
金
）
　
～
日
月
6

日
　
（
月
）
　
（
Ⅱ
日
間
）

●
訪
問
先
　
中
国
・
香
港
コ
ー
ス
．
タ

イ
・
香
港
コ
ー
ス
の
い
ず
れ
か
選
択

●
申
し
込
み

◇
リ
ー
ダ
ー
　
6
月
0
0
日
　
（
金
）
　
ま
で

に
直
接
県
庁
青
少
年
対
策
課
へ

◇
メ
ン
バ
ー
　
1
月
2
5
日
　
（
火
）
　
ま
で

に
遠
賀
町
役
場
教
育
委
員
会
ま
で

申
込
み
用
紙
は
、
リ
ー
ダ
ー
、
メ
ン

バ
ー
と
も
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

に
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
庁
青
少
年
対
策
課

℡
0
9
2
　
（
6
4
1
）
　
4
1
4
0
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
の
採
択
は

審
査
委
員
会
で
決
定
し
ま
す

事
業
の
採
択
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
地
域

活
動
家
の
代
表
か
ら
な
る
審
査
委
員
会

の
中
で
決
定
し
ま
す
。
委
員
会
で
は
、
「
①

町
の
総
合
計
画
な
ど
と
の
整
合
性
が
認
め
ら

れ
る
②
推
進
事
業
の
特
性
が
、
創
意
と
工
夫

に
満
ち
て
い
る
③
政
治
活
動
を
目
的
と
し
な

い
④
実
施
主
体
が
、
町
の
他
の
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
」
な
ど
の
項
目
で
審
査

を
行
い
ま
す
。

精
勤
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

補
助
対
象
経
費
は
、
謝
金
、
旅
費
、
需
用
費
、

通
信
・
運
搬
費
、
委
託
料
、
使
用
料
及
び
賃

借
料
、
原
材
料
費
、
そ
の
他
町
長
が
必
要
と

認
め
る
経
費
で
す
。

補
助
金
は
、
補
助
対
象
経
費
の
八
〇
％
以

内
（
海
外
研
修
に
つ
い
て
は
一
人
八
〇
％
以

内
）
　
で
限
度
額
は
百
万
円
（
海
外
研
修
に
つ

い
て
は
、
町
長
が
別
に
定
め
る
）
　
で
す
。

こ
の
事
菜
の
実
施
主
体
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
と
町
内
に
あ
る
団
体
に
限
定
し
て
い
ま

す。▼
手
続
き
の
流
れ

企
画
調
整
係
で
随
時
説
明
を
行
っ
て
い
ま

す
。
申
講
の
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
係
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

毎
月
月
末
申
請
書
と
添
付
書
類
を
提
出

監

翌
月
中
旬
審
査
委
員
会
の
開
催

圏

同
下
旬
事
　
柴
　
採
　
択
　
の
　
決
　
定

日

事

　

　

業

　

　

の

　

　

実

　

　

施

搭

実
績
報
告
　
（
事
業
完
了
後
0
0
日
以
内
）



今は、子供のひろばの真申に駁覆された腰かけの石

●公民館南の一段高い所にあったか今は上

別府公民館跡地（こ腰掛石は下されている。

交通共済組合の総代を
故遷します。

北九州市民共済生活協同組合の

組合員代表である総代の選挙を行
います。総代選考委員会から、次

のとおり候補者の推薦が有りまし

た。候補者に異議がある組合員は、

6月29日までに文書で選挙管理者

商　敏昭（〒811－43　遠賀町大字

今古賀513遠賀町役場福祉課内）
へ申し出てください。

なお、遠賀町の組合員の半数以

上の反対がなければ当選となりま

す。
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遠
賀
の
む
か
し

ぼ
な
し
（
一
読
）

腰
か
け
石
の
話

菅
原
道
真
が
京
都
か
ら
筑
紫
の
太
宰

府
に
流
さ
れ
て
旅
を
す
る
道
す
が
ら
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
お
泊
ま
り
に
な
っ
た

り
、
休
憩
さ
れ
た
り
し
た
と
こ
ろ
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
言
い
伝
え
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
椎
田
の
海
岸
に
あ
る
綱
敷

天
満
宮
で
は
、
突
然
の
旅
人
を
迎
え
る

の
で
座
布
団
が
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
網
を
ケ
ル
ケ
ル
と
巻
い
て

座
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
の
名
前

が
で
き
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
北
九
州
市
の
戸
畑
に
あ
る
菅

原
神
社
で
は
、
「
今
晩
一
ぽ
ん
だ
け
で

い
い
か
ら
、
泊
め
て
く
だ
さ
い
了
と
、

た
の
ん
だ
の
で
す
が
、
「
顔
も
知
ら
ん

人
を
、
泊
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
」

と
、
言
っ
て
一
度
は
断
ら
れ
ま
し
た
が
、

何
度
も
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
「
で
は
仕
方

が
な
い
、
朝
、
一
番
鶏
が
鳴
く
ま
で
で

よ
い
な
ら
・
・
・
」
と
、
や
っ
と
の
こ

と
で
泊
ま
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
あ
ま
り
時
も
た
っ
て
な

い
の
に
、
急
に
鶏
が
鳴
き
出
し
ま
し
た
。

や
く
そ
く
し
た
こ
と
な
の
で
、
仕
方
な

く
、
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。
実
は
、
こ
れ
は
宿
の
人
の

計
略
で
あ
っ
て
、
鶏
の
首
を
し
め
て
鳴

か
し
た
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
北
九
州
の
若
松
の
む
し

ろ
屋
で
は
、
い
て
つ
く
夜
の
寒
さ
を
し

の
ぐ
た
め
に
楕
舎
の
戸
口
に
む
し
ろ
を

か
け
た
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
屋
天
神
と

し
て
名
を
残
し
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
を

し
な
が
ら
旅
を
つ
づ
げ
、
や
っ
と
の
思

い
で
こ
こ
遠
賀
の
地
に
た
ど
り
つ
か
れ

ま
し
た
。
そ
の
時
、
余
り
に
も
疲
れ
は

て
て
い
た
道
真
公
は
、
ほ
と
ん
ど
歩
く

こ
と
も
で
き
な
い
く
ら
い
で
し
た
。
そ

し
て
と
う
と
う
道
の
端
の
大
き
な
石
に

腰
を
お
ろ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
様
子
を
み
た
村
の
人
た
ち
は
、

水
を
く
み
お
茶
を
わ
か
し
て
心
か
ら
接

待
を
し
て
道
真
公
を
慰
め
ま
し
た
。
道

真
公
も
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
、
香
炉
や
、

和
歌
を
か
い
た
色
紙
な
ど
を
村
の
人
に

く
だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
近
く
に
潮
井
掛
け
の
松
と
呼

ば
れ
る
古
い
松
の
木
や
こ
う
し
ん
さ
ま

の
塔
な
ど
も
あ
っ
て
、
海
の
眺
め
も
美

し
く
旅
の
疲
れ
を
い
や
す
に
は
ち
ょ
う

ど
よ
い
場
所
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん。

ゆ
っ
く
り
と
休
ま
れ
て
、
元
気
を
と

り
も
ど
さ
れ
た
道
真
公
は
、
ま
た
太
宰

府
に
向
か
っ
て
旅
を
つ
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
後
の
世
の
人
が
、
道
真
公
を
し
の

ん
で
お
宮
を
建
て
て
お
祭
り
し
た
の
が

今
の
商
家
天
満
宮
で
す
。
こ
の
お
宮
は
、

太
宰
府
と
同
じ
よ
う
に
、
学
問
の
神
様

で
あ
り
、
ま
た
地
区
を
守
る
神
様
で
も

あ
り
ま
し
た
の
で
、
遠
賀
地
方
の
大
切

な
守
り
神
と
し
て
、
秋
の
お
祭
り
に
は

遠
く
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
お
参

り
に
来
て
お
り
ま
し
た
。

境
内
の
参
道
の
両
側
に
は
露
店
が
並

び
、
ガ
ス
燈
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
お
菓
子
や
あ
め
玉
な
ど
が
売

ら
れ
子
供
た
ち
に
は
楽
し
い
も
の
で
し

た
。
お
宮
の
横
に
は
、
舞
台
も
で
き
て
、

賑
や
か
な
芝
居
も
は
じ
ま
り
、
大
勢
の

人
た
ち
が
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
て
お

祭
り
に
酔
っ
た
そ
う
で
す
。

な
お
、
道
真
公
の
腰
か
け
石
は
、
た

た
け
ば
遠
く
ま
で
そ
の
昔
が
響
い
て
、

た
だ
の
石
で
は
な
い
と
大
切
に
さ
れ
、

昭
和
二
十
九
年
上
別
府
公
民
館
を
建
設

す
る
と
き
、
上
の
段
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
行
わ
れ
る
天
満
宮
の
御
神
事
に

は
、
こ
の
石
を
御
旅
所
と
し
て
お
み
こ

し
を
お
き
、
お
祭
り
を
行
い
昔
を
し
の

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
後
、
新
し
い
公
民

館
が
小
字
商
家
に
た
て
か
え
ら
れ
た
の

で
、
ま
た
腰
か
け
の
石
は
も
と
の
位
置

に
下
ろ
さ
れ
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
目
回
国

今
年
も
梅
雨
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。
昨
年
は
、
カ
ラ
梅
雨
、
猛
暑
で
、

深
刻
な
水
不
足
と
な
り
ま
し
た
が
、
今

年
は
ど
ん
な
夏
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
気
象
台
は
、
雨
量
、
暑
さ
と
も
平

年
並
み
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
全
く
信

用
で
き
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
、
こ
こ

数
年
日
本
の
気
候
が
お
か
し
い
と
感
じ

て
い
る
か
ら
で
す
。
九
年
連
続
の
暖
冬
、

平
成
二
年
の
熱
帯
夜
続
き
の
猿
暑
、
平

成
五
年
の
極
端
な
冷
夏
、
そ
し
て
昨
年

の
大
猛
暑
と
異
常
気
象
続
き
で
す
。
こ

れ
は
、
自
然
が
我
々
に
「
地
球
環
境
を

守
れ
」
と
雷
管
を
与
え
て
く
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
か
け
が
え
の
な

い
自
然
環
境
を
守
り
、
次
世
代
に
残
し

て
い
き
た
い
で
す
よ
ね
。
（
M
）


